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安東善博 会長 木村寿行 日本民放クラブ事務局長 米寿 村上清子さん 

来賓の皆様 懇親会 風景 

▼
中
国 

 令
和
６
年
度
総
会
開
催 

原
森 

勝
成
（Ｒ
Ｃ
Ｃ
） 

中
国
民
放
ク
ラ
ブ
は
５
月
17
日
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
て
令

和
６
年
度
総
会
を
開
催
。
会
員
40
名
、

来
賓
４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

冒
頭
で
、
昨
年
秋
の
岡
山
大
会
以

降
に
亡
く
な
っ
た
光
田
律
史
さ
ん
（
Ｒ

Ｃ
Ｃ
）
、
井
口
三
貴
子
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）

に
黙
と
う
を
捧
げ
た
あ
と
議
事
に
入

り
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算

報
告
、
監
査
報
告
、
令
和
６
年
度
の
活

動
方
針
、
予
算
案
、
役
員
改
選
を
全

会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。 

総
会
に
は
、
日
本
民
放
ク
ラ
ブ
事

務
局
長
の
木
村
寿
行
氏
、
在
広
放
送

局
か
ら
飯
田
政
之
氏
（
広
島
テ
レ
ビ
社

長
）
、
岸
本
伸
晴
氏
（
中
国
放
送
取
締

役
総
務
局
長
）
、
佐
々
木
輝
彦
氏
（
テ

レ
ビ
新
広
島
役
員
待
遇 

経
営
推
進

本
部
副
本
部
長 

経
営
推
進
局
長
）
が

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

議
事
に
先
だ
っ
て
安
東
会
長
は
、

「
か
つ
て
会
員
は
４
０
０
人
を
超
え
て
い

た
。
高
齢
化
で
会
員
数
は
減
っ
て
き
て

い
る
が
、
取
り
組
み
の
工
夫
や
、
放
送

局
、
関
連
、
系
列
会
社
、
配
偶
者
も
対

象
に
し
て
３
５
０
人
の
会
員
を
め
ざ
そ

う
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

来
賓
の
木
村
事
務
局
長
は
、「
日
本

民
放
ク
ラ
ブ
は
２
千
数
百
人
の
会
員

で
、
中
国
地
区
は
会
員
数
が
一
番
多

い
。
高
齢
化
で
会
員
数
が
減
っ
て
い
る

の
は
各
地
区
共
通
の
課
題
だ
が
、
昨

年
規
約
改
正
し
て
少
し
流
れ
が
変
わ

っ
て
き
た
。
配
偶
者
会
員
が
増
え
て
い

る
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

恒
例
の
長
寿
表
彰
で
は
、
米
寿
９

名
、
傘
寿
14
名
の
皆
さ
ん
に
記
念
品

を
贈
り
、
米
寿
の
村
上
清
子
さ
ん
（
Ｋ

Ｒ
Ｙ
）
が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。 ２

０
２
４
年
度
の
活
動
方
針
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

★
当
ク
ラ
ブ
の
安
定
的
発
展
の
た
め
、

関
連
会
社
Ｏ
Ｂ
も
含
め
新
規
会
員

の
加
入
を
積
極
的
に
進
め
、
会
員

数
３
５
０
名
台
を
回
復
す
る
。 

★
Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、

当
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
や
活
動
状

況
な
ど
の
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。 

★
会
員
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
あ
り
、

会
員
同
士
の
交
流
や
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再

確
認
し
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
支
部
活
動

を
構
築
す
る
。 

★
各
支
部
が
年
１
回
、
他
支
部
が
参

加
で
き
る
企
画
を
実
施
し
、
支
部

活
動
の
活
性
化
を
図
る
。 

   

 
 


